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衛星観沢1監視システムについて

(概要)

平成18年5月 17日

文部科学省研究開発局

宇宙開発利用課宇宙利用推進室



国家基幹技術 海洋地球観測探査システム

国家基幹技術として、宇宙から深海底下まで、わが国の総合的安全保障に不可欠な観測白探査活動(地球
観測、災害監視、資源探査)の基盤となるシステムを確立する。
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惨均 観測口探査データの統合=角4析

陸上観測、地震・津波観測

観測ステーション

海洋観測・探査

湾毎探査ID 海 洋探査機

海底ネットワークシステム

・利用者の二一ズに

対応したデータの

高度な処理
・付加価値の高い
データセットを作成
し幅広く提供

気候変動の予測
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等の把握による異常気象
、気候変動等の解明,対策

台風 集中豪雨の予測
,上砂災ヨ 地滑りの予測

早広 砂漠化の予測

地震・津波の早期警戒 予測

詳細な陸上及び海底地形

図や地質構造図の作成

資源マップ等を利用した資

源の探索・利用

“気候変動`水循環

瑚識瓢ヒ 炭素循環

生態系`生物多様性

大気組成 物質循環

農業利用 砂漠化

災害

データの統合,解析 ・分散しているデータを
空間的・時間的に統合
・国際的なデータフォーマットの

斎一化推進
・ラとりの品質管理

揺度

資源の探査・確保
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品度なシミュレーション

(地 球変動を高精度に

予測

_モ デルの高度化

アーヵィブシステム



国家基幹技術 「海洋地球観測探査システム」の推進体制について

科学技術 ・学術審議会 研究計画 ・評価分科会

地球観測推進部会 (地球観測に係る国家基幹技術検討作業部会)

覇督

計画、実施状況
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費
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実施方針の提示、

国家基幹技術プロジェクト推進体制の評価

古iS(4月 21日設置)

構成員:開発局審議官、文科省、」AXA、JAMSTEC、大学
・プロジェク ト全体の実施計画 (実施戦略)の 作成
・プロジェク ト管理
・CSTP評 価への対応

↑ ↓
STEC)

プロジェク

業務

海洋開発分科会

十ヽfrA■ ,

宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 (」A X A )

・衛星利用に関するプロジェク ト計画の作成、

管理、評価対応

・データ統合 `監視システムの関連業務

球環境科学技術委員 ⇒
伸

・衛星の今後のあり方の提示
り1)「我が国の地球規況Ⅲにおける衛呈開発計画

及びデータ利用の進め方について」

(平成17年6月27日■自開発委員会地球規演f

特別部会)

「今後の衛皇柳位に係る技術開発のあり方についてJ

(平蔵14年16月9日 宇宙開発委員会)

・個別の衛星開発プロジェクトの評価
{フェーズアップ客至 安全審査)

海洋研究開発機構 (」AM

次世代海洋探査システムに関する
卜計画の作成、管理、評価対応

データ統合 監 視システムの関連

宇宙開発委員会

データ統合・解析システム



「海洋地球観測探査システム」の推進体制 (宇宙部分の全体)

長期戦略、実施状況報告  々
モ_Fミ 製

¬才
羅整襟補縁啓築

(意見)

・プロジェク ト実施のための予算措置
・CSTP評 価への対応

＞

＞

＞

＞

GOSAT

文部科学省 研究開発局
・プロジェク ト全体の実施状況の把握 ・管理

～

・地球観測に係る各プロジェクト及び全体計画の作成、管理
・各プロジェクトの実施

>ALOS 平成17年度打上げ成功

平成20年度打上げ予定
GPM/DPR  平 成22年度以降打上げ予定
GCOM 打上げ年度検討中

実施主体 :宇宙航空研究開発機構 (JAXA)
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準天頂衛星  平 成21年度打上げ予定



「海洋地球観測探査システム」推進体制 (宇宙部分の実施主体)

推進・取りまとめ

・支援

ミッション要求

NTS社 がバスシステム、PRISMお よび
P A L S A R、M』●。社がA V N〔R Iの 開発を担
当

M』oo社とブライム
ついてはNIS社 が開発

平成18年秋頃開発事業者を選
定する予定

. ●
   ヽ _ _ _ _ _ " _ ― ― ― ― ― ― ″

ノロジェクト立上げ後
:は開発統括下に移管

一貫した技術開発戦略将
来プロジェクトの検討
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利用者との連携
データの処理、解析、提供 DPRの開発はNTs社が担当(衛星バスは

NASAによる開発)

は      ｀
｀ " ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ′

′

々

カ

ヽ

it ,

理事長

宇宙利用推進本部長 システムズ
エンジエアリング

推進室

安全・信頼性
推進部

宇宙利用統活
宇宙利用国際

協力統括
衛星システム

開発統括

ミッションデザイン
支援グループ

安全・ミッション

保証室

利用推進プログラム
・システムズ

エンジエアリング室

衛星利用

推進センター

地球観測

研究センター ALOSプ ロジェクト GCOM準 備チーム

地球観沢Jセンター

防災利用システム室

GOSATプ ロジェクト

GPM′ DPRプ ロジェクト

測位衛呈システム室

確実な衛星システムの開発と運用
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政策評価 ・独立行政法人  |

評価委員会 (総務省)

文部科学省独立行政法人評価委員会

科学技術 ・学術分科会

宇宙航空研究開発機構部会
(部会長 「坂内正夫 国 立情報学研究所所長)

総務省独立行政法人評価委員会
情報通信・宇宙開発分科会
宇宙航空研究開発機構部会

※国主交通省においても平成17年度評価まで実施

・中期目標終了時においては、毎年の業
務実績評価に加え、中期目標期間 (平
成 15年 10月 ～平成 20年 3月 )に
おける業務の実績評価も行う。

く毎年度の評価〉

中期目標 白中期計画の進捗状況や年度計画の達

成状況について評価 (業務運営に関する評価)

O陸 域観測技術衛星 「だいち」 (ALOS):平 成810年 度
O温 量効果ガス観測技術衛呈(GOSAT):平 成14,16年度
O全 球降水観測計画/二 周波降水 レーダ (6PM/DPR)〔平成14年度
O準 天頂衛星 :平成15年度

,中間評価

実施フェーズの期間中に、環境条件が大きく変化 した場合のみ
実施する評価

,事後評価
プロジエク トの実施フェーズ終了時における成果に関する評価

※宇宙開発委員会が実施する評価は、プロジェク トの方向性に関する
政策決定 レベルのものであることを十分認識 し、」AXAが 経営体と
して責任を持つべき事項に立ち入らない。

〈計画の節 目での評価〉
プロジェク トの目的、目標や成果、波及効果、7

効率性、実施体制等について評価

舌
米研究 PT5発 運 用の各段階において

技術客査を実冠

宇宙開発委員会

UAXAが 実施する重要な研究開発 プロジェク トについて、第 3者
評価を行う。
・事前評価
企画立実フェーズにおけるフェーズアップのための評価
【実績】

十日毎年7月 ～8月 にかけて独立行政法人
が担う業務の公共性及び透明な業務運
営の確保の観点から、前年度の業務実
績評価を実施。次年度以降の業務の事
業計画に反映させる。



地球観測衛星の概要 (参考)

衛星名 陸域観測技術衛星(ALO
S )

温室効果ガス観測技術衛
星 (GOSAT)

全球降水観測/二 周波

降水レーダ(GPM/DP

R)

地球環境変動観測ミッショ

ン(GCOM)

衛星タト観

(イメージ)
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主要諸元 打上げ:平成18年 1月

設計寿命:5年

衛星質量:約4t

高度:約691 65km

観測頻度:最短2日 (回帰
日数は46日 )

打上げ予定:平成20年度

設計寿命:5年

衛星質量:約165t

高度:約666km

観測頻度:3日で全球観測

主衛星打上げ予定:平成2
2年度以降

設計寿命:3年2ヶ月

衛星質量:約32t

高度:約407km

観測頻度:GPM計 画全体
で3時間毎の全球降水観測

打上げ予定:検討中

設計寿命:検討中

衛星質量:検討中

高度:検討中

観測頻度:検討中

主な観演J対象 陸域植生、水河 二酸化炭素、メタン 降水の3次 元分布 GCOM‐ W:降 水量、海上風
海面水温、水蒸気、海氷

CCOM‐ C:雲 、エアロゾル、
陸域植生、海色、積雪分
布

国家基幹技術
での主な貢献
分野

マルテスケールでの生物多
様性・解析・評価

衛星による温室効果ガスと
地球表層環境の観測

地球・地域規模の流域圏観
測と環境情報基盤

衛星による温室効果ガスと
地球表層環境の観測
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災害監視衛星の概要 (参考)
衛星名 陸域観測技術衛星(ALOS) 準天頂衛星

衛星外観

(イメージ)

主要諸元 打上げ:平成18年 1月

設計寿命:5年

衛星質量:約4t

高度:約691 65km

観測頻度:最短2日 (回帰日数は46日 )

打上げ予定:平成21年度

設計寿命:一

衛星質量:―

高度:遠地点高度約4万km

近地点高度約3万2手km

主な観測対象 洪水、地すべり、火山噴火、地震、ォイル流出、
森林火災、沿岸被害、その他の災害

校災地等における位置情報

国家基幹技術で
の主な貢献分野

災害監視衛星利用技術 災書監視衛星利用技術
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